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編集後記  

●パソコンのワープロで原稿をお書きの皆様，お使い  

のソフトに満足なさっていますか？私の場′合はスト  

レスの連続です．L社のWindows版ワープロの場■合，  

出力はまあまあだけど数式入力が面倒．そこでM社  

の定番Windows版ワpプロに浮気をしてみると，数  

式の入力方法・出力結果ともにセンスが悪く，込み入  

った貼り付け編集等を行うとフリーズの多発．／ こう  

したソフトのヴァージョンアップはインターネット対  

応や文字飾りの充実等を図るばかりで，基本性能は向  

上させない場合が殆どです．結局，WYSWYG機能  

はあきらめてTeXに精進という次第．  

●ワープロソフトの不具合の理由を想像してみます：  

（1）ワープロ開発者が数式や図を多用する利用者を指向  

していない；（2）数式や図の機能に関するエラーチェッ  

クが不充分；（3）作成現場でエラーチェックの作法が確  

立されていない．こんなソフトでも使わざるを得ない  

のは，他に良いソフトが無いのと，多くの知り合いが  

優っているからという理由からでしょう．  

●今月号の特集は前記（3）の作法を確立するための基礎  

研究を紹介したものです．完成度の高いソフトを提供  

すれば，メーカーの利潤だけでなく利用者の便益にも  

貢献できます．ソフトウェアのエラーチェックがその  

ための要件であることは論を侯たないでしょう．しか  

し，前記（1）や（2）も重要です．事実上の標準となりつつ  

あるワープロソフトが，お遊び機能の充実ばかりを売  

り物にすることに不満を抱く方も多いのでは？ もし  

かしたら昨今のパソコン版UNIXの普及はこうした  

不満に端を発しているのかも知れません．ソフトウェ  

アの信頼性に関するOR研究が近い将来にメーカーと  

ユーザー双方に福音をもたらさんことを．  
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